
（14）

今

月

の

納

税

な

ど

市
・
県
民
税　
　
　
　
　
　
　

第
2
期

国
民
健
康
保
険
税　
　
　
　
　

第
2
期

介
護
保
険
料　
　
　
　
　
　
　

第
2
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　
　

第
2
期

※
納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納
め
ま

し
ょ
う
。
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
人

は
残
高
不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
休
日
納
税
相
談

と
き　

8
月
25
日（
日
）
午
前
8
時
30

分
～
午
後
5
時

と
こ
ろ　

納
税
課

▼
夜
間
納
税
相
談

と
き　

8
月
12
日（
月
）
午
後
5
時
15

分
～
9
時

と
こ
ろ　

納
税
課

最

終

日

曜

日

市

役

所

開

庁

　

各
種
証
明
書
の
交
付
や
納
税
相
談
な

ど
を
行
う
た
め
、
毎
月
最
終
日
曜
日
午

前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
、
市
役
所
の

一
部
を
開
庁
し
ま
す
。
8
月
は
25
日

（
日
）で
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
庁
窓
口　

市
民
課
、
保
険
年
金
課
、

税
務
課
、
納
税
課

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
担
当
課
へ

上
下
水
道
料
金
納
入
に

夜

間

窓

口

開

庁

　

毎
月
、
夜
間（
午
後
8
時
ま
で
）に
上

下
水
道
料
金
を
納
入
で
き
る
よ
う
第
2

浄
水
場
を
開
庁
し
て
い
ま
す
。
8
月
は

27
日（
火
）で
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

水
道
管
理
課

（
48
）0
0
5   

　

0
・

（
48
）0
1
2
0

で
、
こ
れ
を
任
期
中
継
続
し
ま
す
。

問
合
せ　

庶
務
課　

内
線
2
3
2
・

（
43
）3
7
8
3

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
入
浴
施
設

（
お
風
呂
）
休
止
の
お
知
ら
せ

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
お
風
呂
は
、

設
備
故
障
の
た
め
、
当
分
の
間
休
止
し

ま
す
。
ご
利
用
の
み
な
さ
ん
に
は
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

・

（
47
）1
1
2
6

新
し
い
民
生
委
員
の
紹
介

　

7
月
1
日
付
け
で
、
つ
ぎ
の
人
が
民

生
委
員
・
児
童
委
員
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

鳥
海　

弘
氏

（
43
）1
9
8
1

担
当
地
区　

下
川
崎
・
中
5
丁
目
22
～

27
番

問
合
せ　

社
会
福
祉
課

（
42
）8
4
3

　

5
・

（
43
）5
6
0
0

新

し

い

人

権

擁

護

委

員

の

紹

介

　

7
月
1
日
付
け
で
、
つ
ぎ
の
人
が
人

権
擁
護
委
員
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

石
井　

和
子
氏（
新
任
）

　

岡　
　

悦
子
氏（
再
任
）

問
合
せ　

人
権
推
進
課　

内
線
1
6
2
・

　

（
44
）0
2
5
7

住

宅

・

土

地

統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　

総
務
省
統
計
局
で
は
、
10
月
1
日

に
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
こ
の
調
査
か
ら
得
ら
れ
る
デ
ー

タ
は
、
暮
ら
し
と
住
ま
い
に
関
す
る

計
画
や
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
て
幅

広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

 

調
査
地
区
に
は
8
月
下
旬
か
ら
、
ま

た
、
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に

　

今
月
は
、
約
40
年
ぶ
り
に
県
大
会
に

出
場
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
幸
手
中
学

校
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
み
な
さ
ん

に
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

【
顧
問
白
田
先
生
の
コ
メ
ン
ト
】

　

初
心
者
も
経
験
者
も
学
年
も
分
け
隔

て
な
く
一
緒
に
声
を
出
し
、汗
を
か
き
、

ボ
ー
ル
を
打
つ
こ
と
で「
全
体
が
伸
び

て
い
く
」
こ
と
が
で
き
る
部
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

部
員
同
士
は
お
互
い
に
感
化
し
合
い

な
が
ら
成
長
し
て
お
り
、
4
月
か
ら
始

め
た
ば
か
り
の
生
徒
も
、
こ
の
わ
ず
か

数
か
月
で
随
分
と
上
達
し
て
い
ま
す
。

【
大
島
若
菜
部
長
の
コ
メ
ン
ト
】

▼
県
大
会
に
向
け
て

　

み
ん
な
が
元
気
で
、
や
る
気
の
あ
る

部
で
す
。
先
生
と
一
緒
に
練
習
を
し
て

は
9
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
伺
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

政
策
調
整
課　

内
線
6
8
3
・

　

（
43
）1
1
2
2

職
員
給
与
の
特
例
減
額

　

国
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
、市
で
は
、

「
幸
手
市
職
員
の
給
与
の
臨
時
特
例
に

関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、
市
職
員
の

給
与
を
つ
ぎ
の
と
お
り
減
額
し
ま
す
。

対
象　

一
般
職
の
全
職
員（
技
能
労
務

職
・
再
任
用
職
員
を
含
む
）・
副
市
長

期
間　

7
月
1
日
～
平
成
26
年
3
月
31

日（
9
か
月
間
）

▼
一
般
職
の
職
員
の
減
額
内
容

①
給
料
月
額

　

主
事
・
主
任
級
／　
　
　

4
・
77
％

　

主
査
・
主
幹
・

　
　

主
席
主
幹
級
／　
　
　

7
・
77
％

　

課
長
・
部
長
級
／　
　
　

9
・
77
％

②
地
域
手
当　

　

減
額
後
の
給
料
月
額
な
ど
で
算
出

▼
副
市
長
・
教
育
長
の
減
額
内
容

①
給
料
月
額　
　
　
　
　
　

10
・
0
％

※
市
長
は
独
自
に
19
・
5
％
の
給
与
減

額
を
す
で
に
実
施
し
て
い
ま
す
の

平成 24 年 4 月に白田先生を顧問に迎え、新たに
スタートした女子 26 人の元気な部活です
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■
6
月
の
幸
手
消
防
署
出
動
件
数
／
救
急
車
出
動
件
数
1
8
3
件（
急
病
1
0
4
件
、
交
通
事
故
26
件
、
そ
の
他
53
件
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
火
災
発
生
件
数
0
件

　
火
災
と
救
急
は
1
1
9
番〔
火
災
発
生
時
の
お
問
い
合
わ
せ
は
☎（
42
）9
1
1
9（
幸
手
消
防
署
）〕

4
時

と
こ
ろ　

市
役
所
第
二
庁
舎
2
階
第
1

会
議
室
A

内
容　

建
築
物
の
新
築
・
増
築
・
改
築
・

リ
フ
ォ
ー
ム
・
耐
震
相
談
な
ど

※
建
築
指
導
課（
内
線
5
7
2
）で
も
問

合
せ
を
お
受
け
し
ま
す
。

問
合
せ　

建
設
埼
玉
埼
葛
幸
手
支
部

（
48
）0
2
7
5

　

埼
玉
土
建
久
喜
幸
手
支
部

（
59
）

3
8
1
2

　

（
社
）埼
玉
建
築
士
会
杉
戸
支
部
・
幸

手
部
会

（
48
）0
8
7
5

ひ
き
こ
も
り
講
演
会

と
き　

9
月
18
日（
水
）午
後
2
時
～
4

時（
開
場
1
時
30
分
）

と
こ
ろ　

久
喜
総
合
文
化
会
館
広

域
文
化
展
示
室（
久
喜
市
下
早
見

1
4
0
）

内
容　

ひ
き
こ
も
り
か
ら
抜
け
出
す
初

め
の
一
歩
～
ひ
き
こ
も
り
の
理
解

と
対
応
～

講
師　

斎
藤　

環
氏（
筑
波
大
学
教
授
）

対
象　

幸
手
保
健
所
管
轄
内
の
ひ
き
こ

も
り
の
当
事
者
を
抱
え
る
家
族
お

よ
び
そ
の
関
係
者

定
員　

1
0
0
人

参
加
費　

無
料

申
込
み　

電
話
で
幸
手
保
健
所
へ

※
手
話
通
訳
を
希
望
す
る
人
は
、
申
込

み
時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

幸
手
保
健
所

（
42
）1
1
0
1

※
工
事
・
設
計
が
す
で
に
完
了
し
て
い

る
も
の
は
対
象
外
で
す
。

補
助
金
額　

工
事
・
設
計
費
の
5
％
に
相

当
す
る
額（
1
0
0
0
円
未
満
切
捨
て
）

※
上
限
10
万
円
。
予
算
の
範
囲
内
で
先

着
順
と
な
り
ま
す
。

補
助
対
象
リ
フ
ォ
ー
ム

　

改
築
工
事
、
増
築
工
事
、
修
繕
・
模

様
替
え
、
設
備
工
事
、
公
共
下
水

道
へ
の
接
続
工
事

申
込
み　

9
月
3
日（
火
）か
ら
見
積
書

と
市
税
の
完
納
証
明
書（
税
務
課
で

発
行
）を
持
参
の
上
、
建
築
指
導
課
へ

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
建
築
指
導
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

建
築
指
導
課　

内
線
5
7
2
・

　

（
43
）7
6
5
6

不
動
産
無
料
相
談
室

と
き　

9
月
3
日（
火
）
午
後
1
時
～

4
時

と
こ
ろ　

市
役
所
第
二
庁
舎
2
階
第
1

会
議
室
A

内
容　

不
動
産
取
引
に
つ
い
て
の
困
り

ご
と
、
分
か
ら
な
い
こ
と
な
ど

※
建
築
指
導
課（
内
線
5
7
2
）で
も
問

合
せ
を
お
受
け
し
ま
す
。

問
合
せ　

（
社
）
埼
玉
県
宅
地
建
物

取
引
業
協
会
埼
葛
支
部

（
31
）

1
1
5
7

建

築

無

料

相

談

室

と
き　

9
月
3
日（
火
）
午
後
1
時
～

　

赤
松　

健
介
様　

内
野　

庸
昭
様

　

小
川　
　

剛
様　

金
子　

忠
雄
様

　

川
下　

明
彦
様　

久
野　

光
司
様

　

深
尾　

惠
一
様

◎
公
表
を
希
望
さ
れ
な
い
人　

64
人

※
6
月
30
日
時
点
で
入
金
の
確
認
が
で

き
て
い
る
人
に
つ
い
て
、
50
音
順

で
掲
載
し
て
い
ま
す
。	

▼
寄
附
者
数　

3
4
1
人	

▼
寄
附
金
額　

3
6
6
万
円	

問
合
せ　

税
額
控
除
以
外
全
般
は
財
政

課　

内
線
2
5
2
・
（
43
）3
7
8
3	

寄
附
金
に
対
す
る
税
額
控
除
関
係

は
税
務
課　

内
線
1
3
2
・
（
43
）1

　

1
2
5	

住

宅

リ

フ

ォ

ー

ム

費
用
の
一
部
を
補
助

対
象　

市
内
の
施
工
業
者
・
設
計
業

者
に
よ
る
工
事
・
設
計
費
が
20
万

円
以
上（
消
費
税
別
）
で
、
平
成
26

年
2
月
28
日
ま
で
に
完
了
す
る
リ

フ
ォ
ー
ム
の
う
ち
、
つ
ぎ
の
要
件

す
べ
て
に
該
当
す
る
場
合

①
市
内
に
あ
る
住
宅（
共
同
住
宅
の
場
合

は
専
有
部
分
）に
居
住
し
て
い
る
こ
と

②
申
込
時
点
で
、
市
税
お
よ
び
市
で
行

う
各
種
貸
付
制
度
に
お
い
て
滞
納

が
な
い
こ
と

③
市
の
ほ
か
の
助
成
制
度
に
よ
る
補
助

対
象
工
事
以
外
で
あ
る
こ
と

④
対
象
住
宅
が
過
去
に
、
こ
の
補
助
を

受
け
て
い
な
い
こ
と

65　
歳
以
上
の
人
の
お
宅
を

訪

問

し

て

い

ま

す

　

65
歳
以
上
の
1
人
世
帯
や
高
齢
者
の

み
の
世
帯
な
ど
を
対
象
に
、
市
職
員
な

ど
が
訪
問
し
、
健
康
や
生
活
上
の
困
り

ご
と
が
な
い
か
を
伺
っ
て
い
ま
す
。
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
訪
問
担
当

　

介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉
担
当

　

東
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

西
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

※
身
分
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
の
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

介
護
福
祉
課

（
42
）8
4
3

　

8
・

（
40
）3
0
0
8

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の

ご

寄

附

の

お

礼

　

市
内
外
の
多
く
の
人
か
ら
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
市
で
は
、
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
た

人
に
、
感
謝
の
き
も
ち
を
込
め
て
、【
特

選　

幸
手
の
こ
し
ひ
か
り（
新
米
）】
を

贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
た

場
合
は
、
平
成
25
年
産
の
新
米
を
10
月

ご
ろ
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
寄
附
に
つ
い
て
は
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
た
人

　
　
　
　
　
　
　

（
6
月
1
日
～
30
日
）

き
て
、テ
ニ
ス
の
技
術
面
だ
け
で
な
く
、

行
動
面
な
ど
で
も
自
分
が
変
わ
り
、
自

信
が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
県
大
会
で
は
、
自
分
た
ち
の
力
を

十
分
発
揮
で
き
る
よ
う
に
残
り
少
な
い

練
習
を
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

3
年
生
の
私
た
ち
は
、
先
生
と
1
年

ち
ょ
っ
と
し
か
練
習
で
き
な
か
っ
た
け

れ
ど
、
2
年
生
や
1
年
生
に
は
、
こ
れ

か
ら
先
生
と
一
緒
に「
幸
手
中
の
凄
い

と
こ
ろ
」
を
た
く
さ
ん
の
人
に
見
せ
て

い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

練習風景（大きなかけ声がテニスコートに響いていました）

【　県大会出場　】

鈴木（1）・株本（1）ペア

小林（1）・内田（3）ペア

山路（3）・峯﨑（3）ペア

倉林（3）・大島（3）ペア

※（ ）内は学年

ファイト!!


